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���Maniwa

平
成　

年
��

�
月
・
合
併
に
よ
り
真
庭
市
が
誕
生

�
月
・
広
報
真
庭
を
創
刊

�
月
・
市
長
・
市
議
選
挙
を
実
施

　
　

・
交
流
体
験
施
設「
匠
蔵
」が
完
成

�
月
・
禾
津
〜
下
湯
原
間
バ
イ
パ
ス
開
通

�
月
・
野
土
路
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

　
　

・
真
庭
市
合
併
記
念
式
典
を
開
催

�
月
・
真
加
子
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

　
　

・
蒜
山
高
原
線
が
開
通

　
　

・
晴
れ
の
国
岡
山
国
体
が
開
幕

　

月
・
小
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
の
医

��

療
費
を
無
料
に

　

月
・
地
域
自
主
組
織
の
組
織
化
進
み
、

��

初
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
開
催

平
成　

年
��

�
月
・
中
和
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

�
月
・
真
庭
市
総
合
計
画
を
策
定

　
　

・
中
和
中
学
校
・
至
道
高
校
が
閉
校

　
　

・
美
甘
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

�
月
・
真
庭
市
が
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
に

　
　

・
健
康
増
進
施
設「
水
夢
」が
完
成

�
月
・
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト　

ま
に
わ
開
催

in

　
　

・
北
房
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

　
　

・
樫
邑
小
学
校
新
校
舎
・
幼
稚
園

新
園
舎
が
完
成

�
月
・
集
中
豪
雨
で
土
砂
災
害
発
生

�
月
・
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
開
始

　

月
・
第
�
回
市
政
懇
談
会
を
開
催

��
　

月
・
月
田
バ
イ
パ
ス
が
開
通

��
　
　

・
美
新
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

月
・
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
開
始

��

①合併協定調印式（Ｈ�� . �）②真庭市初の議会③広報真庭創刊号

④晴れの国おかやま国体が市内各地で開催⑤中和中学校閉校記念

式典⑥勝山健康増進施設「水夢」落成⑦平成��年�月の集中豪雨

で発生した土砂崩れ⑧バイオマスツアー真庭スタート

��������

����������

���

���

������

���

���

���



Maniwa ��

■
平
成　

年
��

�
月
・
郷
原
漆
器
の
制
作
用
具
が
国
の

有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録

�
月
・
真
庭
大
使
に
妹
島
和
世
さ
ん
、

岸
田
敏
志
さ
ん
を
委
嘱

　
　

・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム　

真
庭
を
開
催

in

�
月
・
木
山
日
野
上
分
校
が
休
校

�
月
・
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

供
用
が
始
ま
る

　
　

・
真
庭
市
消
防
団
が
誕
生

　
　

・
真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
ま
に
わ
く
ん
�
）
運
行
開
始

　
　

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
開
所

　
　

・
真
庭
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
白

梅
塾
を
開
設

　
　

・
県
下
初
の
認
定
こ
ど
も
園
、
落

合
こ
ど
も
園
が
開
園

�
月
・
木
山
街
道
全
線
開
通

　

月
・
蒜
山
振
興
局
新
庁
舎
が
完
成

��
　

月
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

��

in

真
庭
を
開
催

　
　

・
大
谷
・
定
古
墳
群
が
国
指
定
史
跡
に

■
平
成　

年
��

�
月
・
美
川
こ
ど
も
園
開
園

　

月
・
真
庭
市
テ
レ
ビ
愛
称
決
定
「
真

��

庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
」

　

月
・
醍
醐
桜
の
種
宇
宙
へ
（「
花
伝

��

説
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
　

・
十
両
昇
進
の
琴
国
関
が
凱
旋
帰
郷

　

月
・
真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

��

ー
の
設
立

①木山小学校日野上分校休校式②消防団結団式③木山街道開通④

コミュニティバス運行開始⑤県下初認定こども園「落合こども園」 

開園⑥全国生涯学習フェスティバル開催⑦十両昇進の琴国関が母

校勝山中学校を訪問⑧蒜山振興局完成⑨中学生議会開催（H�� . ��）

⑩花伝説ペットボトルロケット発射
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■
平
成　

年
��

�
月
・
真
庭
市
市
民
憲
章
を
制
定

　
　

・
真
庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
が
開
局

　
　

・
第
�
次
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
品
を
認
定

�
月
・
な
ん
で
も
鑑
定
団　

真
庭

in

�
月
・
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
完
成

�
月
・
市
長
・
市
議
選
挙

　
　

・
国
道
�
�
�
号
線
バ
イ
パ
ス
完
成

�
月
・
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
が
「
美

し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」
受
賞

�
月
・
真
庭
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
始
ま
る

　

月
・
真
庭
市
初
の
総
合
防
災
訓
練
実
施

��■
平
成　

年
��

�
月
・
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー
真
庭
が
新

エ
ネ
大
賞
を
受
賞

　
　

・
久
世
中
学
校
の
新
校
舎
完
成

�
月
・
岡
山
市
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
運
行

�
月
・
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
完
成

�
月
・
勝
山
地
域
に
集
中
豪
雨

　
　

・
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
開
催

�
月
・
真
庭
市
の
シ
ン
ボ
ル
が
決
定

　
　

・
モ
ノ
づ
く
り
産
業
展
を
開
催

　

月
・
国
民
文
化
祭
開
催

��
　
　
　

（
美
術
展
・
工
芸
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

　
　

・
下
方
・
落
合
垂
水
間
バ
イ
パ
ス

全
線
開
通

�真庭いきいきテレビ開局�なんでも鑑定団が真庭市で収録�旭

川いかだまつりザファイナル（H �� . � ）�久世中学校完成�ひる

ぜんワイナリー完成�勝山地域集中豪雨の爪痕�真庭市のシンボ

ル決定�国民文化祭（右：美術展（工芸）、左：路上ライブ、下：ホール

ライブ）
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■
平
成　

年
��

�
月
・
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用

　
　
　

購
入
者
を
自
治
体
と
初
公
募

�
月
・
上
田
小
学
校
・
別
所
小
学
校
休
校

　
　

・
真
庭
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

「
ま
に
ぞ
う
」
に
決
定

�
月
・
真
庭
市
役
所
新
庁
舎
本
格
稼
働

　
　

・
真
庭
高
校
が
開
校

�
月
・
真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

市
内
流
通
事
業
始
ま
る

�
月
・
台
風　

号
で
地
内
各
地
に
被
害

��

�
月
・
高
槻
市
に
真
庭
市
場
オ
ー
プ
ン

　

月
・
真
庭
市
女
性
消
防
隊
が
全
国
女

��

性
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

　
　

・
お
か
や
ま
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

フ
ェ
ス
タ　

真
庭
開
催

in

　
　

・
市
民
活
動
支
援
プ
ラ
ザ
が
開
所

　

月
・
第
�
回
Ｂ-

�
グ
ラ
ン
プ
リ　

姫

��

in

路
で
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
好
い
と
ん

会
が
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

月
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
開
催

��■
平
成　

年
��

�
月
・
美
作
地
区
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
運
用
開
始

�
月
・
勝
山
こ
ど
も
園
が
開
園

�
月
・
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
真
庭
を
開
催

�
月
・
ま
に
わ
民
俗
芸
能
の
祭
典
を
開
催

�
月
・
地
域
医
療
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進

協
議
会
を
設
立

�
月
・
告
知
放
送
を
使
っ
た
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
試
験
放
送
を
実
施

　

月
・
八
束
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

��

①真庭市観光キャラクター「まにぞう」②市役所本庁舎③台風��

号により湯原ダム放流④操法大会で全国優勝した女性消防隊⑤大

阪府高槻市に真庭市場オープン⑥おかやまＢ級ご当地グルメフェ

スタ i n 真庭と海の市・山の市同時開催⑦ひるぜん焼そば好いとん

会がゴールドグランプリ受賞⑧ＮＨＫのど自慢開催⑨美作地区消

防指令センター内部⑩ほたるサミット⑪まにわ民族芸能の祭典
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■
平
成　

年
��

�
月
・
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー
が
地

域
創
造
大
賞
受
賞

�
月
・
ひ
る
ぜ
ん
雪
恋
ま
つ
り
が
始
ま
る

�
月
・
阿
口
小
学
校
が
休
校

　
　

・
落
合
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運
転
開
始

　
　

・
蒜
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
開
園

�
月
・
市
長
・
市
議
選
挙

　
　

・
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
が
開
設

�
月
・
美
作
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業
開
幕

�
月
・
聖
人
・
山
田
方
谷
と
真
庭
の
門

人
た
ち
開
催

　
　

・
地
域
の
市
長
室
を
初
開
催

　
　

・
北
部
地
域
に
記
録
的
豪
雨

�
月
・
中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
無

料
化
（
全
国
初
）

�
月
・
真
庭
市
場
を
移
転
オ
ー
プ
ン

　
　

・
蒜
山
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

■
平
成　

年
��

�
月
・
本
庁
舎
前
バ
ス
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使

っ
た
待
合
所
を
設
置

�
月
・
津
田
小
学
校
を
休
校

　
　

・
北
房
バ
イ
パ
ス
が
完
成

�
月
・
河
内
こ
ど
も
園
・
八
束
こ
ど
も

園
が
開
園

　
　

・
交
流
定
住
セ
ン
タ
ー
開
所

�
月
・
旭
川
荘
真
庭
療
育
セ
ン
タ
ー
完
成

�
月
・
湯
原
温
泉
ト
ラ
イ 
ア
ス 
ロ 
ン
大
会

　
■
平
成　

年
��

�
月　

真
庭
市
市
政
施
行　

周
年

��

①雪恋まつり初開催②タンチョウが真庭市へ③地域の市長室初開

催（湯原）④美作国建国����年記念事業（上：姫新線を走るナル

ト列車、右：オープニング式典、左：まにわっこミュージカル）

⑤北房バイパス開通⑥散走フォーラム初開催⑦湯原温泉トライア

スロン大会初開催
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　たくさんの出合いがあった��年で
した。私は、障がいのある人が、住
みたい地域で充実した生活が出来る
よう支援活動を行っています。行政
任せではなく、自分たちが率先して
多くの人たちとつながることが大切
だと思っています。合併で町村の垣
根が無くなったことで、今まで以上
に多くの人とのつながりが生まれた
ことは、とてもありがたいと感じて
います。これからも、障がいの有る
人たちと共に考え、魅力ある真庭で
楽しく暮らしていくための情報発信
などを行いながら活動していきたい
と思います。

特定非営利活動法人じゃがいもの木
就労支援センターきんかえも

真庭支所長員   田  中  秀  之   さ ん
た なか ひで ゆき

　私は、大阪から平成��年に嫁いで
きたので合併��周年ということを初
めて知りました。真庭市に来て最初
は、田舎なので不便だと感じていま
した。今は畑や田んぼに囲まれた田
舎らしさが魅力だと思います。真庭
市は子育てをするには自然に囲まれ
とても恵まれていると感じます。今
後、病児保育をしてくれる場所や子
どもが安心して遊べる場所が増えて
いくことに期待します。難しいかも
しれませんが、真庭の将来を担う子
どものためになることにお金を使っ
て、子育てがしやすい真庭市であっ
て欲しいと思います。

久世親子クラブ風の子会

会長   磯  田  明  子   さ ん
いそ だ あき こ

　この��年はあっという間でした。
平成��年に別所小学校が休校となり
ましたが、跡地利用に向けて前向き
な話が出るようになりました。学校
が無くったことはとても寂しいです
が、ある程度の人数で子どもたちに
学ばせるためには仕方がないことだ
と思います。この地域は何もしなけ
れば�年後、��年後には住む人が半
減してしまうのではないかという不
安があります。地域おこし協力隊な
ど外の人の意見を取り入れながら、
別所地区をいかによくしていくかを
みんなで一緒に考えていきたいと思
います。

別所学区をよくする会

会長   石  原  敏  治   さ ん
いし はら とし はる
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インタビュー  「合併１０周年を迎えての思いとこれから」

　この��年で大きく変わったことは、
昨年、勤めていた会社を辞め就農し
たことです。縁があり跡継ぎのいな
かったブドウ園を引き継ぎ、ブドウ
を中心にニンジンなどの野菜を作っ
ています。ＪＡ真庭直売所出荷協議
会などに登録し、市内直売所間流通
を活用しながら、「きらめきの里」
や「ひまわり館」、そして「真庭市
場」に出荷させていただいて、すご
く助かっています。これからは、地
域の学校給食に使ってもらえるよう
な野菜を作り、農業の面白さを伝え
ていける農家になれるように頑張っ
ていきます。

山善農園

新規就農者   藤  久  善  友   さ ん
ふじ ひさ よし とも

　私は、合併前のＫＨＫ（久世町の
テレビ局）から地域の情報をお伝え
してきました。��年を振り返ってみ
て、いろいろな所を取材させていた
だきました。北房の蛍の乱舞や蒜山
の大雪、地域独自の祭りなど知らな
いことがたくさんありました。真庭
市はとても広い自治体なので、市民
の皆さんも住んで居ても、行ったこ
とがない場所や見たことがないもの
もまだまだ多くあるのではないでし
ょうか。これからも市内の動きをし
っかりとお伝えし、地域の一体感を
より一層高めていけるように頑張っ
ていきたいと思います。

真庭いきいきテレビ

報道制作部   杉    奈  緒  子   さ ん
すぎ な お こ

　気が付けば��年という感じです。
真庭市体育指導委員会が発足し、最
初の会長をさせていただきました。
真庭市全体で一体化した活動ができ
るのか不安でしたが、ニュースポー
ツや運動あそびの普及、まにわ合戦
の考案など、委員の皆さんの頑張り
で出来るようになりました。合併し
て、北房から蒜山までの多くの人と
のつながりができたことは、とても
良かったと思います。体育指導委員
会からは退いていますが、これから
も、スポーツ愛好家として、スポー
ツをする人が少しでも増えるように
協力していきたいと思います。

真庭市体育指導委員会
（現スポーツ推進委員会）

初代会長   松  本  隆  雄   さ ん
まつ もと たか お
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年
、　

年
先
に
表
れ
る
た
め
、
次

��

の
時
代
の
た
め
に
力
を
貸
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
林
業
に

関
す
る
活
動
事
例
と
し
て
、
太
田

市
長
が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
概

要
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
、
地

域
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

全
国
規
模
の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

で
の
講
演
依
頼
も
増
え
続
け
て
お

り
、
真
庭
市
の
知
名
度
は
着
々
と

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
、
東
京
曾
館
（
東
京

��

��

都
千
代
田
区
）
で
、
第
�
回
林
業

復
活
・
地
域
創
生
を
推
進
す
る
国

民
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
議
は
、
日
本
全
体
の
�
割
を

占
め
る
森
林
の
有
効
活
用
や
、
国

産
木
材
の
需
要
拡
大
を
話
し
合

い
、
国
を
挙
げ
て
新
し
い
市
場
を

作
り
出
し
、
そ
れ
を
地
域
経
済
の

成
長
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
�
回
目

と
な
る
今
回
は
、
石
破
茂
国
務
大

臣
（
地
方
創
生
・
国
家
戦
略
特
別

区
域
担
当
）
が
「
今
後
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・

バ
イ
オ
マ
ス
・
自
伐
型
林
業
（
森

林
の
経
営
・
管
理
・
伐
採
な
ど
を

山
林
所
有
者
や
地
域
が
行
う
林

業
）
の
�
つ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
。
こ
の
取
り
組
み
の
効
果
は　
��

づ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
新
動

向
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。　

日
に

��

は
、
太
田
市
長
が
真
庭
市
の
概
要

や
現
状
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
な

ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、「
里
山
資
本
主
義
」
著
者

の
藻
谷
浩
介
さ
ん
が
真
庭
市
の
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
講
演
。
会
場

に
用
意
さ
れ
た
�
�
�
席
は
満
席

と
な
り
、
聴
衆
は
�
人
の
講
演
に

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
市
長
に
詳
し

い
話
を
聞
こ
う
と
長
蛇
の
列
が
で
き
、

真
庭
の
注
目
の
高
さ
を
改
め
て
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
日

��

��

��

本
最
大
級
の
環
境
展
示
会
エ
コ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
�
�
�
�
（
産
業
環
境

管
理
協
会
・
日
本
経
済
新
聞
社
主

催
）
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東

京
都
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
企
業
、
教
育
機
関
、
自
治
体

な
ど
�
�
�
社
が
出
展
。
�
日
で

約　

万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
会

��
場
内
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け

ら
れ
、
企
業
や
大
学
な
ど
が
環
境

問
題
の
解
決
や
持
続
可
能
な
社
会

������������	
�
  誕生から���年目を迎える平成 ���年
　真庭市は、木質バイオマス資源の利活用の取り組みが全国から注目されており、各種メディアに取り上げら

れる機会が増えています。また、全国規模の会議で太田市長自らが講演するなど、トップセールスにも力を注い

でいます。真庭市誕生から��年を迎える今年は、木質バイオマス発電所も稼働。今後、ますます注目されること

が期待されます。ここでは、��月に東京で行われた�つの会議を取り上げ、その様子をお伝えします。

 
日
本
最
大
級
の
環
境
展
示
会

エ 
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
�
�
�
�

 
国
を
挙
げ
て
森
林
を
守
る

林
業
復
活
・
地
域
創
生
を

推
進
す
る
国
民
会
議 写真上：真庭市の取り組みを説明する

太田市長　写真下：国民会議の様子

写真上：来場者が行き交う出展
ブース  � 日間で約��万人が来場
写真左：出展ブースを回り説明
を受ける太田市長



で
あ
れ
ば
蒜
山
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
有

名
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

　

長
期
的
に
は
原
油
価
格
は
上
が

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え

た
上
で
、
対
策
を
打
っ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
里
山
資
本
主
義
は
生

活
を
全
面
的
に
変
え
る
も
の
で
は

な
く
、
少
し
ず
つ
一
部
だ
け
変
え

る
も
の
で
す
。
お
金
の
使
い
方
を

考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
サ

ッ
カ
ー
で
例
え
れ
ば
、
ボ
ー
ル
を

す
ぐ
に
回
し
て
く
れ
る
人
に
パ
ス

を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
す

ぐ
に
地
域
外
に
出
し
た
り
、
た
め

込
ん
だ
り
せ
ず
、
パ
ス
を
受
け
た

ら
す
ぐ
に
回
す
。
そ
ん
な
お
金
の

使
い
方
を
収
入
の
� 
㌫ 
で
も
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ネ
ル
ギ
ー
依
存
の
話
の
と
き
に

「
緩
和
」
と
表
現
し
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
こ
と
で
す
。「
完
治
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
真
庭
の
よ
う
に
、

山
で
余
っ
て
い
る
も
の
を
使
っ
て

生
き
て
い
く
人
を
、
国
民
の
�
〜

�
㌫
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
気
に
全
て
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
ら
。

　

国
際
競
争
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
日
本
の
競
争
相
手

は
ど
こ
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
中

国
や
韓
国
に
負
け
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
日
本
が
一
番
稼

が
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
ア
メ

リ
カ
で
、
次
い
で
中
国
や
韓
国
、

ア
ジ
ア
新
興
国
で
す
。
そ
し
て
、

儲
け
た
お
金
で
中
東
や
ロ
シ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
化
石
燃
料

や
食
糧
を
買
っ
て
い
る
ん
で
す
。

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
イ
タ
リ
ア
や

フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
に
対
し
て
赤

字
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

こ
の
中
身
は
、パ
ス
タ
や
ワ
イ
ン
、

チ
ー
ズ
、
時
計
な
ど
で
す
。
こ
れ

を
作
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
し
ょ

う
か
。
田
舎
で
す
。
だ
か
ら
里
山

資
本
主
義
な
ん
で
す
。
向
こ
う
の

田
舎
に
負
け
て
い
る
ん
で
す
。
で

す
か
ら
、
日
本
の
田
舎
で
も
そ
こ

で
し
か
作
れ
な
い
独
自
の
も
の
を

作
り
、そ
れ
を
自
分
た
ち
が
食
べ
、

外
に
も
売
る
べ
き
で
す
。
真
庭
市

て
里
山
資
本
主
義
を
体
現
し
て
い

る
の
が
真
庭
市
で
す
。真
庭
市
は
、

製
材
事
業
を
し
て
い
る
会
社
が
ま

だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
日
本
で
も
珍

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
木
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
か
つ
林
業
を
何
と
か

す
る
ぞ
と
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、

木
で
発
電
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が

で
き
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
里
山

の
中
だ
け
で
も
自
給
す
れ
ば
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
依
存
症
を

緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
田
舎
に

雇
用
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
、
日
本
の

子
ど
も
減
少
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

す
。
田
舎
の
方
が
子
育
て
が
し
や

す
く
、出
生
率
が
高
い
か
ら
で
す
。

逆
に
出
生
率
が
低
い
の
が
東
京
。

「
女
性
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
違
い
ま
す
。　

代
、　

代

��

��

の
女
性
で
、
働
い
て
い
る
率
が
最

も
低
い
都
道
府
県
が
東
京
都
で

す
。
働
き
た
い
人
、
子
ど
も
を
生

み
育
て
た
い
人
ほ
ど
、
東
京
で
は

な
く
田
舎
が
い
い
と
い
う
訳
で

す
。
そ
う
い
っ
た
人
が
働
け
る
場

所
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
少
し
ず
つ

変
え
て
い
く
の
が
里
山
資
本
主
義

で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本

を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ

金
を
で
き
る
だ
け
循
環
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
を
す
る

の
が
里
山
資
本
主
義
で
す
。
逆
に

全
て
お
金
で
買
う
の
が
マ
ネ
ー
資

本
主
義
で
す
が
、
そ
れ
を
否
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金

も
必
要
で
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
い

い
か
ら
、
お
金
を
使
わ
な
い
部
分

も
増
や
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え

方
な
ん
で
す
。
お
金
じ
ゃ
な
い
部

分
と
は
、
耕
作
放
棄
地
や
木
、
半

端
物
の
農
産
品
な
ど
で
あ
り
、
人

も
そ
う
で
す
。
そ
の
木
を
生
か
し

　

日
本
の
問
題
は
、
子
ど
も
が
減

っ
て
い
る
こ
と
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
い
続
け
て
い
く
の
が
難
し
い
こ

と
で
す
。
今
の　

歳
の
人
を
�
�

��

�
人
と
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は　
��

人
し
か
い
ま
せ
ん
。
人
口
�
億
人

を
死
守
だ
と
主
張
す
る
人
も
い
ま

す
が
そ
れ
は
無
理
で
、
�
千
万
人

く
ら
い
で
止
め
ま
し
ょ
う
と
い
う

の
が
今
や
る
べ
き
こ
と
で
す
。
生

み
た
い
人
が
生
め
る
よ
う
に
、
再

生
で
き
な
い
化
石
燃
料
を
な
る
べ

く
使
わ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
お

　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
�
�
�
�
。
最
終
日
の　

月　
��

��

日
に
「
里
山
資
本
主
義
」
著
者
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
が
、
真
庭
市
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
取
り
組
み
を
交
え
な
が
ら
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

ー
藻
谷
浩
介
さ
ん
講
演
か
ら
ー  

㈱日本総合研究所調査部主席研究
員。地域振興の各分野で精力的に
研究・講演などを行う。ＮＨＫ広
島取材班と制作したドキュメンタ
リーシリーズから「里山資本主義」
という語を生む。近著『里山資本
主義』（角川ｏｎｅテーマ）が新書
大賞����に輝く。山口県出身。

日本総合研究所調査部

主席研究員   藻  谷   浩  介   さ ん
も たに こう すけ

講演に聞き入る来場者


